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月世界の温度
ヰノレソン日天文豪　エディソン・ペテ4ット博士
　（挿圏観明）　等温度線を描いた月の起伏圃．中央では太陽は天頂にあり，温度は約沸騰
　水位である．温度は端の方へ行く程下降し，液髄空氣と殆んど同程度の低温度となる・
　近年理學測定に用ぴられる器械の鋭敏性と正確さとは随分進歩を見た．斯様
な器械の：最も精徴なものL一つは熱電封（ThermocoupIe）であり，之は適宜な
考慮に依って，星の輻射や遊星と月の温度の測定に用ふる事が出懸る．百吋鏡
を使へば熱電封は極めて鏡敏であるので，着し大氣の干渉がないとすれば100
哩先にある蝋燭の熱が測定出懸るのである．
　熱電封は極めて小型であり．懸軍な器械である．主要部分は2本の針金が’一
緒に舘和して出來て
居る．針金の一本は
蒼：鉛より出來，他の
一本は蒼：鉛と5％の
錫との合金である．
輻射光が2本の針金
の接合夢占に二落ちる時
に，弱い電流が生す
るのを精微な電流計
で認める．此の器械
は室i氣を排出出來る
ガラス管に包まれて
居る．磨いた岩盤の
窓から輻射の測定が
出照る．i蓋しガラス
は極めて長波と，極
めて短波の輻射に不
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透明である．熱電封は大玉小さいので，重さ1既の10分の1以下であil　、之は
7k一一滴の重さの約1000分の一の重さである．
　此の器械は望遠鏡の焦貼に置かれてあるので，月や遊星，恒星から光を受
け，生じた電流は此の器械に落ちる輻射量に比例する．百吋鏡を使って此の：方
法を慮用すれば，多くの星（13等級位）の輻射を測定する事が出來るのが鐸つ
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て居る．遊星の観測も行はれ，最近には月も研究されて居る．幸ひにも此の研
究に際しては，器械は吾入の眼に光として印象する波長許りではなく，目に見
えなV・短い董外波長や，普通輻射熱と呼ばれる長い赤外波長まで，凡ゆる波長
の輻射に敏感である．
　それで假りに，返血なフィルタを月から赤る光線の通路に置くとすれば，反射
された日光から月の表面熱に依る輻射を分離する事が出來るし，叉月の温度の
測定も可能である．地球の大氣にある水蒸氣の吸牧量を樹酌する事は先づ第一
に必要である．之らの研究に擦り，薄いガラス片に依って阻止される端末の赤
輻射は‘‘遊星”熱に出せられる，反射された日光を除V・た遊星の輻射は殆んど
凡て此の所に落ちる．太陽からの輻射が月に幽する際に，僅か13％は直接に反
射され，一方87％が吸牧されて月の表面の温度を高くする，蓋し月の多孔な表
面物質は濡話された輻射の約5％丈内部に保留するか傳訳する不良熱出直であ
る．残りは，遊星の長波赤身熱の様に周麗の室間に絶聞なく輻射される．月光
は，それで，反射された日光に附加して，端末の赤V・“遊星”の熱光線の大部
分を有って居るので，日光とは性質上全く異なって居る．
　太陽の輻射から月への輻射までの著しい攣化は大艦次の様である：
董外光線1％に付き
目に見える光1％に付き
赤外光線1％に付き
遊星熱1％に付き
太陽輻射
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　端末の赤光に月の熱線が集中して居る理由は，白熱艦の温度が減する時に漸
次赤くなる事を考へれば明白である．それで月は輻射がすっと赤いので，太陽
と比較して極めて冷却して居るものと直ちに謂へるのである．
　月の表面の温度を見出す爲には，反射された日光を除V・て月より受けた輻射
を測定するのが必要である．此の事は受けた輻射奎膿から光線の中にある薄い
一枚のガラスで，熱電封で測定の輻射を減じて決定出怠る．こ」で暗黒艦の温
度は，輻射されるエネルギの4乗根として攣化するといふ有名な法則が用へ
る．月は完全な暗黒艦ではないが，其の低い反射力は黒髄歌態に接近を示すの
である．
　1923年以來一週期以上に及ぶ観測に依って，太陽が眞頭上にある時，月に於
ける一八で推定した両度は，欄月で測定した時に華氏275。（搬氏の135。）である
のに，上弦や下弦の時に測定すると僅か華氏1800（揖氏では82。）に過ぎない事が
課つた．之らの結果の相異は凸凹した表面が月の天頂の方に輻射を増すが，地
雫線の方には減じ，叉輻射測定より繹かる本統の平均温度は之らの歎値の間に
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ある、といふ事實に基づいて明瞭である．測定の基とした大氣吸牧の本統らしい
影響に基づく補正を適用してから，挿圓に記した温度は推定されたのである．
測定は上弦と下弦との間の，月の地球へ向く面を太陽直下黙が通過する時夜々
行はれた．平均温度は太陽が頭上に來る鮎で華氏2146（撮氏101。），太陽が地準
線に近くなる黙では華氏一一58。（撮氏一50。）まで下る．
　測定に依れば月の暗黒面の温度は華氏一243。（撮氏一153。）である．之の温度
・は極めて低いので，之を正確に決定するには可成りの観測を必要とする．蓋し
吾人が認めうる温度の最低限度は華氏の一27go（搬氏にして一173。）より少し以
下である。
　之らの測定と計算の決，果に依れば，月面上の混乱者は14日といふ月世界の長
い夜の間，彼の寒暖計は液艦室氣と殆んど同じ低温度になる事が点る．太陽が
地素線から天頂に登る迄の聞，温度は熱湯近くの極大に迄急速に上昇し，亜い
で再び太陽が渡すると次の週の液晶室氣の湿度に房る．
　月世界に於ける夜と書との温度の大違乱は，普通僅か2，3度に過ぎなV・地球
上の晶晶する攣化と大なるコントラストを現すである．此の椙異は月世界に於
ける水蒸氣の訣乏に四つそ説明される．水山鳥は表面下に日光の大部分を通過
させる毛布か罠の様な役目をするが，僅かに遊星熱の小部分を逃げさせる．
　月面上の観測者にとっては，月蝕（地球に依る太陽の蝕）時の温度の二化は
實に驚嘆すべきものと思はれる．約1時間績くと思はれる部分蝕の間，温度は
熱湯から華氏一148つ（概氏一100。）迄下降する．もう一時間蝕の旧くのが観られ
る皆既日蝕時には，温度は更に華氏約18Q（撮氏10つ）も漸次下り績け．叉最後の
部分蝕の問，沸騰黒占迄急速に蠕る．部分蝕が時の同じさ丈績く地球上の皆既蝕
時に観測される温度2，30回忌化と之と比較して見よ．月の温度の極端な差は水
のない痔どんな風に表面の特徴が影響を受けるかは不明である．望遠鏡で観て
も確かな二化は繹って居ない．（A・S．P．　Leaflet　35，佐登見課）
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